
スプレーインジェクターの使用により

NOxの削減目標45%を達成 

問題： 

解決策： 

研究や数十年間で蓄積した粒子径データをもとにしたガス冷却 
の解析を使い、Spraying Systems Co.は解決策を提案しました： 

ガスアウトレット 

• 3段階に設置された8つのエアーパージインジェ
クター 

• 一流体ホローコーンノズルを各インジェクター
に装備し、水/尿素を混合した流体を炉壁に対
して垂直方向にしてスプレー 

熱交換器 

• 耐熱温度954℃のインジェクター

• 尿素を低温に保ち気化を防ぐため、またノズル
の目詰まりを防止するためのエアパージ 

スプレー

インジェクター

インナーパイプ及びインレッ
トは316ステンレススチール製
です。フランジ、外部パイプ
及びノズルは310ステンレスス
チール製です。

WhirlJet®ホローコーン 
ス プ レ ー ノ ズ ル ：
310ステンレススチール製

石炭燃焼 
3つある段階ごとに 
2つのバーナー 

Spray 
Nozzles 

Spray 
Control 

Spray 
Analysis 

Spray 
Fabrication 

Experts in Spray Technology 

• 3段階に設置された8つのエアーパージインジ
ェクター 

• 一流体ホローコーンノズルを各インジェクタ
ーに装備し、水/尿素を混合した流体を炉壁
に対して垂直方向にしてスプレー 

• 耐熱温度954℃のインジェクター

• 尿素を低温に保ち気化を防ぐため、またノズ
ルの目詰まりを防止するためのエアパージ

アメリカ中西部の発電所は環境保護庁によって制定された州間大気汚染規定

（CAIR）の順守期限に直面し、NOx排出量を30～50％削減する制御システムを必要と

していました。発電所の担当者は大手の大気汚染防止装置製造会社に相談しました

が、提案された解決策は約1億4千万円の高額な特注システムでした。発電所の担当

者は高額な提案に戸惑い、地域内の発電所からの紹介でスプレーイングシステムス

に相談をしました。発電所は炉のパラメーターやレイアウトを提出し、当社はサン

プルの温度読み取りデータを採取しました。



スプレーインジェクターの使用により

設計内容を検証し、炉の稼働条件に
よって生じる不測の問題を見つけ出
すため、CFD(計算流体力学)を利用。 

結果： 

CFDにより設計が検証され、改良が必

要箇所はありませんでした。インジ 

ェクターが準備され、12週間以内に

導入されました。 

• NOx排出量が45％削減

• 尿素の繰り越しはごくわずかで許

容限度内

• ノズルの目詰りもなく、インジェ

クターは仕様通りの性能を発揮

– ガス流への尿素の混合は適切に

行われ、必要な反応を得ること

ができます。

– ホローコーンノズルによって生

成された粒子は炉壁に接触する

前に蒸発するため、濡れによっ

て生じる損傷や過剰なメンテナ

ンスがなくなります。

– 一流体ノズルの使用により高価な

圧縮エアーの必要がないため、ランニングコストを低く抑えます。

• 他社の提案の数分の一の費用で、稼動費用を数百万円の節約。

• このプロジェクトは希望納期の数か月前に完成。発電所は将来販売することが

できる排出権を取得。

NOxの削減目標45%を達成

設計検証： 
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